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保健・福祉の充実

元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

主な事業
●成人保健事業…………………………… 9,033万円
●予防接種事業…………………………… 5,437万円
●国民健康保険事業……………… 35億 7,548万円
●福祉用具給付事業……………………… 1,810万円
●介護予防・生活支援事業……………… 1,368万円
●相の沢温泉管理運営事業……………… 5,758万円
●老人保健事業…………………… 29億 4,432万円

教育・生涯学習の推進

次
代
を
担
う
人
を
育
て
ま
す

主な事業
●中学生海外派遣事業……………………… 173万円
●英語大好きジュニアハイスクール調査研究事業 182万円
●教育用コンピータ整備事業（小・中学校）3,332万円
●滝沢南中学校北校舎建設事業（設計） 2,406万円
●埋蔵文化財調査事業……………………… 656万円
●地域地産（上田邸）活用事業………… 1,240万円

滝沢村の子供たちのために

　未来を担う子供たちに、私達大
人は何をしてあげられるのか。学
校教育ではできない体験活動が、
豊かな感性と忍耐力、思いやりの
ある子供に育て行く一助になると
思います。そのためにも生涯学習
に関する多くの情報の発信と関連
施設の充実が必要と思われます。
また、行政と地域、関係機関との
連携も大切なのではないでしょう
か。

　財政難のため補助金カットなど
福祉関係の予算が削られ、地域の
住民活動が萎縮してしまわないか
気になります。
　一方、一人暮らし老人の増加な
ど高齢化は進むし、母子家庭も増加
しています。このようなとき最も頼
れるのは、人と人との繋がりであり、
また個人に無理な負担をかけない持
続可能なボランティア意識に根ざし
たさまざまな活動です。
　地域の人材発掘・育成がまだま
だ必要です。またボランティア保
険の補助など手厚い支援が望まれ
ますね。

ボランティア人材の発掘を

平中　勉さん（狼久保）

堰合　輝美さん（大沢）
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地
域
社
会
安
心
確
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

６
０
０
万

円)

の
内
容
は
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
相
談
窓
口
の
体
制
を
支
援
し
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出
事
業
（
96
千
円
）
の
内

容
。
ま
た
、
事
業
廃
止
に
よ
る
シ
ー
ト
の
処
理
は
。

シ
ー
ト
返
却
に
係
る
確
認
事
務
費
で
す
。
耐
用

年
数
の
経
過
と
国
の
推
奨
品
出
な
い
こ
と
を
考

え
、
購
入
業
者
に
返
却
い
た
し
ま
す
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
環
境
改
善
は
。

学
校
な
ど
空
き
施
設
を
利
用
し
た
居
場
所
づ
く

り
を
父
母
会
と
も
協
議
を
し
、
環
境
改
善
に
努

め
た
い
。

問答問答問答
総
合
的
な
学
習
の
時
間
推
進
（
91
万
円
）
の
内
容
は
。

地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
の
、
外
部
講
師
と
し
て

の
謝
金
で
す
。

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
１
９
８
万
円
）
の
内
容
は
。

教
師
の
補
助
教
師
と
し
て
学
力
向
上
と
不
登
校
対
策

と
し
て
３
大
学
の
派
遣
協
力
を
得
る
も
の
で
す
。

中
学
校
海
外
派
遣
事
業
（
１
７
３
万
円
）
の
内
容
は
。

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
語
学
研
修
、
日
系
企
業
・
学
校

の
訪
問
な
ど
安
全
に
研
修
で
き
る
計
画
で
す
。

学
校
の
安
全
対
策
は
万
全
か
。

地
域
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
付
、
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
周
知
し
、
児
童
を
対
象
と
し
た

防
犯
教
室
の
開
催
な
ど
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。
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